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このたびはご結婚おめでとうございます。
京都市では、結婚という人生の大きな節目を迎えられる方を祝福し、生涯の良き思い出となるよう、
京都女子大学とコラボレーションして、京都市オリジナル婚姻届を作成しました。
お二人の末永いお幸せを心からお祈り申し上げます。

　鉛筆や消えるボールペンなどで書かないでください。
　この届は、土日や休日でも届け出ることができますが、その場合は、あらかじめ窓口で確認を受けられることをお勧めします。
　婚姻後の新住所地に住民登録をしていないときは、前住所地の役所の発行する転出証明書をそえて転入届をしてください。
　ただし、転入届は役所の窓口の開いている時間でないと届出をすることはできません。なお、京都市内で住所が変わるときは転出証明書はいり
ません。
　この届と同時に転入届を出すときは、住所欄には新しい住所を書いてください。
　夫又は妻になる人が未成年のときは、父母（養子のときは養父母）の同意書を添付するか、又はその他欄に「○○の婚姻に同意する」と記載して
父母が署名してください。

「筆頭者の氏名」には、戸籍のはじめに記載されている人の氏名を書いてください。

　□には、あてはまるものに□のようにしるしをつけてください。
　外国人と婚姻する人が、まだ戸籍の筆頭者となっていない場合には、新しい戸籍が
つくられますので、希望する本籍を書いてください。

　再婚のときは、直前の婚姻について書いてください。
　内縁のものはふくまれません。

　届け出られた事項は、人口動態調査（統計法に基づく基幹統計調査、厚生労働省所管）にも用いられます。　

　婚姻前の氏名で必ず本人が書いてください。
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　外国人のうち、次の地域の法を本国法とする人は、国籍に代えて地域を記載する
ことができます。
１　台湾
２　パレスチナ（ヨルダン川西岸地区及びガザ地区）


